
給
食
の
民
間
委
託
は
、

食
の
安
全
と
い
う
観
点
か
ら

も
食
育
は
重
要
で
目
先
の
数

字
で
企
業
に
委
ね
る
べ
き
で

は
な
い
。
保
護
者
の
不
安
を

な
く
す
た
め
に
検
討
委
員
会

を
作
っ
て
き
ち
ん
と
検
証
し

な
お
す
べ
き
だ
。

教
育
長

民
間
委
託
後
教

育
委
員
会
と
し
て
安
全
な
給

食
を
提
供
す
る
た
め
検
討
委

員
会
を
定
期
的
に
持
ち
た
い
。

男
女
共
同
参
画
推
進
懇

話
会
に
よ
る
男
女
共
同
参
画

条
例
の
中
間
報
告
は
、

年

の
市
の
共
同
参
画
計
画
よ
り

も
後
退
し
て
い
る
。
な
ぜ
策

定
委
員
会
を
作
っ
て
先
進
的

な
他
市
の
事
例
な
ど
学
ば
な

い
の
か
。
条
例
設
置
時
期
を

延
ば
し
て
で
も
、
良
い
条
例

を
作
る
べ
き
だ
。
ま
た
男
女

共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
の

設
置
時
期
も
明
示
す
べ
き
だ
。

ま
た
、
懇
話
会
に
現
場
で
対

応
し
て
い
る
女
性
交
流
支
援

ル
ー
ム
職
員
を
加
え
る
べ
き
。

市
長

ル
ー
ム
で
は
不
十

分
だ
と
認
識
し
て
い
る
が
、

セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
時
期

は
現
段
階
で
は
ま
だ
言
え
な

い
。市

民
部
長

確
か
に
ネ
ー

ミ
ン
グ
で
雰
囲
気
が
変
わ
る

と
思
う
の
で
、
懇
話
会
と
い

う
形
が
適
切
か
ど
う
か
、
今

後
の
検
討
材
料
に
し
て
い
く
。

ル
ー
ム
職
員
の
意
見
は
、
庁

内
組
織
で
反
映
さ
せ
た
い
。

現
在
、
甘
南
備
園
の
改

修
に
伴
い
枚
方
市
に
焼
却
を

頼
ん
で
い
る
が
、
京
田
辺
市

は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
分
別
し

て
い
な
い
の
に
分
別
し
て
い

る
枚
方
市
は
受
け
入
れ
た
の

か
。
ま
た
、
枚
方
市
が
市
境

に
埋
め
た
ま
ま
に
し
て
い
る

有
害
汚
泥
の
現
状
は
ど
う
か
。

経
済
環
境
部
長

枚
方
市

の
判
断
で
受
け
入
れ
て
も
ら

っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

汚
泥
に
つ
い
て
は

年
の
枚

方
市
の
対
策
委
員
会
の
安
全

宣
言
以
後
、
問
題
あ
る
数
値

は
出
て
い
な
い
の
で
安
全
だ

と
考
え
て
い
る
。

以
前
に
も
提
案
し
た
平

和
市
長
会
へ
の
加
盟
を
急
げ
。

市
長

私
自
身
も
核
兵
器

廃
絶
や
平
和
を
願
う
思
い
は

人
に
は
負
け
な
い
し
検
討
中

だ
。

公
的
施
設
で
の
化
学
物

質
過
敏
症
へ
の
対
応
を
。

総
務
部
長

個
々
に
対
応
。

調理師から給食を受け取る児童
（大住小学校）

ウ
ェ
ル
サ
ン
ピ
ア
京
都

売
却
後
の
課
題
に
つ
い
て
。

今
後
は
同
志
社
大
学
が
運

営
す
る
が
、
運
動
施
設
や
レ

ス
ト
ラ
ン
な
ど
今
後
も
市
民

が
利
用
で
き
る
施
設
に
と
の

要
望
の
声
は
大
き
い
。
市
の

対
応
を
問
う
。

雇
用
問
題

や
経
済
的
損
失
へ
の
対
応
は
。

総
務
部
長

市
と
し
て

も
多
く
の
施
設
が
市
民
開
放

さ
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
の

で
、
こ
れ
ま
で
通
り
地
域
連

携
の
拠
点
と
し
て
活
用
で
き

る
よ
う
要
望
を
続
け
て
い
く
。

経
済
環
境
部
長

人

の
地
元
雇
用
と
、
地
元
食
材

の
納
入
等
で
２
千
数
百
万
円

の
損
失
が
発
生
。
今
後
の
施

設
利
用
の
状
況
を
見
極
め
な

が
ら
、
地
元
雇
用
や
食
材
等

の
納
入
確
保
を
要
望
し
た
い
。

大
学
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
。

留
学
生
増

数
計
画
で
、
今
後
市
内
に
相

当
数
の
留
学
生
が
増
え
る
。

快
適
な
生
活
を
送
っ
て
も
ら

う
た
め
の
準
備
と
、
多
文
化

交
流
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
な

い
取
り
組
み
を
。

同
志
社

大
学
生
の
交
通
マ
ナ
ー
が
悪

い
。
改
善
の
取
り
組
み
を
。

市
民
部
長

市
内
標
識

の
英
語
化
を
行
う
と
と
も
に
、

ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
空

室
率
の
改
善
が
予
測
さ
れ
る

た
め
、
生
活
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

の
作
成
を
検
討
。

同
志
社

側
の
取
り
組
み
と
併
せ
て
、

実
態
把
握
や
改
善
な
ど
市
も

で
き
る
こ
と
は
行
っ
て
い
く
。

普
賢
寺
小
学
校
の
通
学

状
況
の
改
善
に
つ
い
て
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
廃
止
の
撤
回

を
。

正
門
前
の
府
道
は
大

変
危
険
。
水
取
バ
イ
パ
ス
の

早
期
完
成
を
。

教
育
部
長

新
バ
ス
体

系
の
見
直
し
に
伴
い
、
廃
止
。

建
設
部
長

年
度
の

完
成
に
向
け
て
、
現
在
買
収

交
渉
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

若
年
層
に
拡
が
る
性
感

染
症
や
エ
イ
ズ
に
関
す
る
取

り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、

薬
物
使
用
の
危
険
性
の
周
知

に
つ
い
て
も
取
り
組
み
を
。

教
育
部
長

学
校
教
育
の

各
段
階
で
学
習
を
行
う
と
と

も
に
、
保
護
者
へ
の
啓
発
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
。

保
健
福
祉
部
長

養
護
教

員
に
研
修
会
を
行
っ
て
い
る
。

地
域
で
も
取
り
組
み
た
い
。

学生が通う同志社大学正門前の風景

雇
用
、
営
業
悪
化
で
市

民
の
年
間
所
得
は
過
去

年

間
で
１
世
帯
当
た
り
年
間
約

万
円
減
少
し
、
暮
ら
し
は

大
変
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。

収
入
に
関
係
な
く
課
税
さ
れ

る
目
的
税
で
あ
る
本
市
の
都

市
計
画
税
率
０
・

は
、
八

幡
市
、
京
都
市
に
次
ぎ
３
番

目
に
高
い
税
率
で
あ
る
。
０

・
２
に
引
き
下
げ
れ
ば
、
１

世
帯
当
た
り
約
１
万
円
の
減

税
と
な
る
。
税
負
担
の
軽
減

を
図
り
市
民
の
暮
ら
し
を
支

援
せ
よ
。

市
長

都
市
計
画
事
業
も

終
息
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
こ

と
か
ら
、
税
率
等
を
見
直
す

べ
き
時
期
が
来
た
の
で
は
な

い
か
と
認
識
し
て
い
る
。
財

政
的
な
問
題
も
考
慮
し
て
時

期
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い

き
た
い
。

中
小
零
細
業
者
の
支
援

対
策
と
し
て
、
独
自
支
援
策

実
施
を
求
め
る
。

経
済
環
境
部
長

市
と
し

て
は
、
府
の
各
種
融
資
に
対

し
て
利
子
補
給
を
実
施
し
て

お
り
、

月
補
正
で
応
援
ベ

ー
ス
枠
１
・
７
％
を
１
％
ま

で
す
べ
て
を

年

月
末
ま

で
利
子
補
給
延
長
し
た
。
他
、

応
援
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
枠
は

従
来
通
り
１
％
利
子
補
給
、

一
般
振
興
枠
２
・
９
％
に
つ

い
て
も
１
％
の
利
子
補
給
し

て
き
た
。
今
回
、
１
年
間
の

利
子
を
１
年
後
に
利
子
補
給

し
て
い
た
も
の
を
、
半
年
ご

と
に
繰
り
上
げ
て
利
子
補
給

す
る
こ
と
に
し
た
。

住
宅
改
修
助
成
制
度
の

復
活
等
で
地
元
業
者
の
仕
事

確
保
を
図
れ
。

経
済
環
境
部
長

過
去
に

実
施
し
た
住
宅
改
修
助
成
制

度
を
そ
の
ま
ま
復
活
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。
し
か

し
、
経
済
対
策
と
い
う
側
面

に
加
え
て
、
省
エ
ネ
対
策
や

バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
と
合
体

し
た
よ
う
な
住
宅
改
修
制
度

が
で
き
な
い
か
検
討
中
で
あ

る
。
実
施
時
期
に
つ
い
て
は

当
初
予
算
に
計
上
要
求
し
て

い
き
た
い
。

教
職
員
の
勤
務
時
間
縮

減
に
対
し
、
新
年
度
か
ら
改

善
の
た
め
人
的
対
策
を
図
れ
。

教
育
長

教
育
委
員
会
と

し
て
教
員
の
負
担
軽
減
に
つ

な
が
る
施
策
に
つ
い
て
引
き

続
き
検
討
し
、
指
導
す
る
。

直近 年間の年間所得と
都市計画税の推移を示すグラフ

子
ど
も
見
守
り
活
動
を

持
続
可
能
に
す
る
た
め

交

通
指
導
員
の
増
強
、

新
規

メ
ン
バ
ー
募
集
の
啓
発
ビ
デ

オ
作
成
、

交
流
会
の
開
催

が
考
え
ら
れ
る
が
、
実
施
の

考
え
は
あ
る
か
。
特
に
、
交

通
指
導
員
の
配
置
に
つ
い
て

は
、
無
信
号
交
差
点
に
限
定

す
る
必
要
は
な
い
と
思
う
。

教
育
部
長

交
通
指
導
員

の
配
置
は
、
信
号
の
な
い
交

差
点
に
限
定
せ
ず
、
現
状
リ

ス
ク
に
即
し
た
再
配
置
を
含

め
充
実
す
る
。
啓
発
ビ
デ
オ

と
、
交
流
会
に
つ
い
て
は
、

有
力
な
手
法
の
一
つ
と
し
て

認
識
し
実
施
に
向
け
研
究
す

る
。

新
バ
ス
交
通
体
系
ス
タ

ト
に
あ
た
り
、

市
民
へ

の
周
知
、

バ
ス
を
利
用
し

や
す
い
環
境
整
備
、

車
社

会
か
ら
公
共
交
通
利
用
促
進

に
向
け
た
市
の
取
り
組
み
は
。

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
長

市
民
へ
の
周
知
活
動
は
、
３

月
上
旬
認
可
が
お
り
次
第
広

報
紙
な
ど
で
実
施
予
定
。
バ

ス
停
の
ベ
ン
チ
や
屋
根
の
整

備
は
、
地
元
の
要
望
な
ど
も

踏
ま
え
順
次
整
備
す
る
。
公

共
交
通
利
用
促
進
は
、

お

で
か
け
マ
ッ
プ

を
作
成
配

布
し
た
。
今
後
も
環
境
基
本

計
画
で
の
取
り
込
み
を
は
じ

め
、
高
齢
化
対
応
の
見
地
か

ら
も
、
精
力
的
に
取
り
組
む
。

イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る

取
り
組
み
と
し
て
市
主
催
の

イ
ベ
ン
ト
に
マ
イ
カ
ー
来
場

を
禁
止
し
、
空
き
ス
ペ
ー
ス

に
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
や
エ
コ

バ
ス
の
展
示
、

企
業
の
出
展
の
検
討
は
。

市
長

新
バ
ス
交
通
体
系

を
き
っ
か
け
と
し
て
、
提
案

さ
れ
た
こ
と
も
含
め
、
職
員

の
新
し
い
発
想
に
期
待
す
る
。

ウ
ェ
ル
サ
ン
ピ
ア
京
都

で
市
民
が
利
用
で
き
る
施
設

と
利
用
可
能
時
期
は
。

総
務
部
長

同
志
社
か
ら

情
報
収
集
に
努
め
て
い
る
が
、

現
段
階
で
は
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
な
い
。

文
科
省
委
託
松
井
ケ
丘

小
学
校
の
英
語
教
育
の
取
り

組
み
は
。

教
育
部
長

全
学
年
を
対

象
に

英
語
ノ
ー
ト

以
外

に
も
、
独
自
教
材
を
作
り
成

果
を
あ
げ
つ
つ
あ
る
。
他
校

で
も
良
い
点
を
取
り
入
れ
、

展
開
し
て
い
く
。

子どもたちの安全を見守る
ボランティアさん
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